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今求められる国語力と学校教育
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求められる国語力の変化
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高校の国語の科目の大改訂
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◎共通履修科目は「現代の国語」と
「言語文化」に分かれる。文学的文章
は「言語文化」に含まれ、相対的に古
典と文学作品の時間数は減少し、実
社会に必要な国語の知識や技能が重
視される。

◎これまで最大４単位であった現代文
の領域が「論理国語」と「文学国語」に
分かれ計８単位に増加したことで、結
果的に理数系進路希望の生徒を中心
に「文学国語」を履修しない生徒の増
加が予想される。

◎『話すこと・聞くこと』、『書くこと』の領
域の学習がより重要視される。

◎情報の取扱いが小中高を通じて重
視される。



新学習指導要領における国語の言語活動例
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印象に残る国語の授業（中学校）

6鎌倉女子大学で国語科教育法履修の３年生への調査（同一の回答数が文字の大きさに反映）



印象に残る国語の授業（高校）

7鎌倉女子大学で国語科教育法履修の３年生への調査（同一の回答数が文字の大きさに反映）



これからの国語教育の方向性

実社会で役立つ国語、語彙を豊かにすることが重視される

受容型ではなく発信型の言語活動が増える

論理的、批判的な思考や表現が重視される

道徳教育をも包含してきた文学作品を学ぶ機会が減る
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グローバル人材育成と国語教育
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外国語教育と国語教育
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グローバル化の進展に関連した国語の課題
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GIGAスクール構想と国語教育
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※GIGAスクール構想
子供たち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT 環境の実
現に向けた、令和時代のスタンダードとしての１人１台端末環境の構築



PISAの学習到達度調査
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2012年 2015年 2018年
科学的リテラシー １位 １位 ２位
数学的リテラシー ２位 １位 １位
読解力 １位 ６位 １１位



PISAの学習到達度調査

サ ン プ ル フ ッ タ ー テ キ ス ト 14

学校の勉強のために、インターネット上のサイトを見る 日本がOECD加盟国最下位



PISAの学習到達度調査

2 0 X X  年 2  月 7  日 日 曜 日 サ ン プ ル フ ッ タ ー テ キ ス ト 15

「コンピュータを使って宿題をする」 日本がOECD加盟国最下位



PISAの学習到達度調査
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「一人用ゲームで遊ぶ」 日本がOECD加盟国１位



GIGAスクール構想による国語教育の変化
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国語教師の現状と、今後の教師養成
の在り方
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全国の公立学校教職員採用選考の状況

19「令和２年度 公立学校教員採用選考試験の実施状況のポイント」文部科学省 令和３年２月２日公表



東京都公立学校教職員採用選考の状況
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最新の令和４年度
向け選考では、採
用予定者の減少で
倍率は若干もちな
おすも、受験者数は
継続して大幅に減
少している状況

東京都教育委員会
令和３年10月22日公表

H29 H30 H31 R2 R3 R4
中高共通国語 倍率 7.1倍 4.9倍 3.7倍 2.7倍 2.7倍 3.3倍

※国語の状況



教師の資質の課題と国語教育
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